
日頃より、火災予防活動へのご協力を頂きまして誠にありがとうございます。 

元日に発生した能登半島地震では、石川県輪島市において、焼損棟数約 240 棟、焼失

面積約 49,000 ㎡という大規模な火災が発生しました。近年の大規模地震において発生

した火災の過半数が電気に起因しているという調査結果が出ております。地震時の電気

火災のリスク軽減のためには、感震ブレーカーの設置をはじめとする日頃からの地震対

策と火の用心の心掛けが大切です。全国統一防火標語にある通り、ご自身やご家族、地

域住民の命や財産、そして未来を守るために火災予防を徹底しましょう。 

 10 月 15 日～31 日までの 17 日間、秋の火災予防運動を実施します。今回の火災予防

運動では「地震火災対策」と「住宅防火対策」の２つに重点を置いて取り組みます。 

元日のあのニュースを見たときに、『我が家も対策をしないと、、、』と思われた方も少 

なくないと思います。その後、実際に対策

をされた方はどれくらいいるでしょうか？ 

地震はいつどこで起こるかわかりません。

しかし、感震ブレーカーの設置により地震

時の電気火災のリスクは確実に減らすこと

ができます。元日のあの気持ちを思い出し、

この火災予防運動を機にご自宅の火災予防

対策を見直しましょう。 

 苫小牧消防公式 Instagram では、火災予

防に関する内容をこの運動期間中に随時更

新予定です。下記の QR コードからフォロー

して頂き、チェックしてみてください！ 

『いいね！』も宜しくお願い致します！ 
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